	令和６年度

幼稚園だより　7月号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文京区立小日向台町幼稚園
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大いなる「挑戦」


園長　小岩井　聡





　去る６月１７日に、子どもたちが待ちに待ったプール開きが行われました。その前日には年長児が、みんなが使うプールを一生懸命掃除してくれ、ピカピカのプールで、当日を迎えることができました。


　例年だと、プール開きを6月半ばに行っても、梅雨の長雨で、なかなか入れないことが多いのですが、今年はかなりの確率でプール遊びを楽しめています。


　大きなプールは、昨年まで、パタパタプールで遊んでいた年中児にとっては、今年ようやく入ることができる場所です。はじめは、恐々と子どもたちも入っていました。しかし、慣れてくると、子どもたちの本領発揮。すぐに水と仲良しになっていました。中には、丘番をしている私がホースで頭から雨を降らせても、「もっともっと」と楽しんでいる強者もいます。


もちろん、中には、水が苦手な子もいます。でも、仲間の楽しそうな雰囲気や歓声に支えられて、ちょっと頑張って、顔を洗おうとしたり、ワニ歩きをしてみたりという姿が見られます。そこには、子どもたちなりの「挑戦」が見られます。プールという小さな空間ですが、子どもたちにとっては、大きな「挑戦」の場となります。





幼稚園のプール遊びは、開放感を感じて楽しむことが目的です。泳ぎを学ぶのではなく、水に親しむことがねらいです。水と仲良くなることが、次の学習への布石となります。なのでたくさん水に親しみ楽しんでもらいたいと思います。けれども、自分勝手に楽しむわけではありません。そこには、ルールがあります。集団で安全に遊ぶための約束があり、走ったり、押したりしない。飛び込んだりしない。友達に対して、嫌なことをしない。など、一人一人が約束を守らないと楽しく遊べません。そういったことを学ぶ場所にもなります。





仲間と一緒に、楽しくプール遊びを行う中で、頑張る自分を確認すると同時に、頑張る仲間を応援したり、一緒にできたことを喜び合ったりと、友達とのつながりを感じる機会にもなるはずです。今年の夏もプール遊びを通じて、一人一人の学びにつながる、たくさんの経験してもらいたいと思います。








